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･DT)ニ Sー I.mdsE(lH,i,exp仁 去Hsgs(t,S〉Htexp(轟 (t,S)p(t,鶴 (S)
-lHi･p(t,exp仁 主Hsgs(t)S)Htexp〈去Hsgs(t,S),輔-S)
と書けます｡さらに相関関数の¢㌫(S)-¢tj(-S)という性質を使えば､

































































と書けば､それぞれの uiは固有値 入tに属するSchurベクトルです｡今の場合最大固有値が 1です
から､複素上三角行列は
･-(Ⅰ."言)
というように､最大固有値の縮退度 M としてM xMの単位行列 IM ､M x(N2-帆)の複素行
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Figure1:カレントの温度､外力周期依存性
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